
令和６年度 「ハッピー❤スマイル」第 3回開催報告 
１ 開 会 
 【日 時】 令和 6年 9月 15日（日） １３：００～ 
 【場 所】 浅口市金光公民館 1階視聴覚室 

 【参加者】 保護者 4名 子ども 2名 医師 1名  
養護教諭 1名 
 

２ アレルギー情報提供 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

Thermo Fisher SCIENTIFIC社の「大人の食物アレルギー」のパンフを参考に、 
交差抗原性や特殊な病型の食物アレルギーの注意点を説明しました。 

 
〇上越市立小でまた給食アレルギー事故 学校はマニュアル無視 ずさんな対応再び  
教訓生かされず（上越タウンニュース）2024．9．13 （養護教諭より） 
 
上越市教育委員会は 2024年 9月 11日、同市立小学校で卵アレルギーの低学年児童が給食後にアレ 
ルギー症状を発症し、救急搬送される事故が起きたと発表した。発表は学校が一定程度適切に対応 
したという内容だったが、実際は市のマニュアルを事実上無視した対応で、内服薬の投与などを 
教職員が行わず、エピペンの使用も 1時間以上後になるなど極めてずさんだったことが上越タウン 
ジャーナルの取材でわかった。同市では昨年 9月に重篤な給食アレルギー事故が起き、今年 2月に 
再発防止策などをまとめ、研修会などを実施してきたが、教訓は生かされなかった。また、市教委は 
今回、搬送当時の児童の症状について「重篤な状態ではなかった」としているが、保護者は「重篤な 
アナフィラキシーショックを起こしていた」としているなど双方の認識も食い違っている。 

  
〇上越市給食アレルギー事故 診断名知りながら公表せず 専門医の検証は市教委と 
反する結果に（上越タウンニュース）2024．9．17 
 
上越市立小学校で起きた低学年児童の給食アレルギー事故で、市教委はアナフィラキシーショック 
とした医師の診断を保護者から伝えられ公表を求められていたにもかかわらず、公表しなかった 
ことが 2024年 9月 17日までに、上越タウンジャーナルの取材でわかった。また、保護者が駆け 
つけた際、学校側は安静にすべき発症後の児童を玄関まで歩かせ出迎えさせていたことも新たに 
わかった。市教委は原因物質の皮膚への接触が原因と発表したが、アレルギー専門医である主治医 
が児童の皮膚に卵を付着させ検証を行った結果、症状は出ず、接触ではアナフィラキシーは起き 
ないと結論付けた。今回の事故について市教委の発表の正確性が問われる事態となっている。 

 
この記事は教育委員会と保護者との説明に食い違いがあります。今後の報道が待たれます。 
マニュアル通りに運用できなかったのが問題だと思われます。 

 
3 情報交換 
 ・4月から職場復帰されたお母さん。こども園に子どもさんが通っています。仕事中にアレルギー 
が発症したらと心配されていましたが、今のところトラブルなく過ごされています。周りも先生 
だけでなく、同じクラスの園児もアレルギーのことを知っていて危ないことはしないようにして 
くれているようです。 

 ・中学生の子どもさん。喘息のコントロール不良で、テゼスパイアの注射を開始しています。 
  2022年 9月に販売承認された生物学的製剤（遺伝子組み換え）です。4週間に 1回自己注射 
（皮下注射）しています。お母さんが注射していますが、疼痛があり少しつらいようです。 

 ・その他いろいろと情報交換ができました。 
 

 
 
次回は，11月 17日（日）浅口市健康福祉センターで，情報交換を 
したいと考えています。多数のご参加お待ちしています。      

（浅口医師会 高山 晴彦） 
 

 

 


